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標準案

【新規：2件, 改定：0件, 廃止：0件】

• JT-H266（新規）
多用途ビデオ符号化方式
VERSATILE VIDEO CODING

• JT-H430.5（新規）
超高臨場ライブ体験(ILE: Immersive Live Experience)：ILE表示環境の参照モデル

Immersive Live Experience: Reference models for immersive live 
experience (ILE) presentation environment
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国際標準との関連
TTC標準 対応する国際標準

JT-H266 (第1版) ITU-T H.266 (08/20)

JT-H430.5(第1版) ITU-T H.430.5 (09/2020)
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JT-H２６６（第1版）

多用途ビデオ符号化方式

VERSATILE VIDEO CODING

マルチメディア応用専門委員会
メディア符号化・通信SWG

ＪＴ－H２６６第１.0版 1



JT-H266とは

・VVC(多用途ビデオ符号化方式)のこと。

・2つの主要目標を据えて開発
・従来世代の標準方式に比べて大幅に上回る圧縮性能

HEVC/H.265の約2倍の符号化効率。

・広範囲のアプリケーションに効果的に活用される高い汎用性
従来のビデオ符号化標準の用途(ビデオ会議、ディジタル蓄積メディア、テレビ放送、インターネットストリーミング、通信
等)に加えて、超高精細画像・HDR(ハイダイナミックレンジ)画像・WCG(高色域)画像にも対応しており、360°全方位
ビデオプロジェクションのような没入型メディアアプリケーションにも対応。

・第1版でホーム/モバイル用途向け機能に対応
4:2:0/4:2:2/4:4:4画像、10bit深度、スクリーンコンテンツ、ステレオ/マルチビュー、360°全方位画像、階層型マルチ
ストリーム&スケーラビリティを第1版にてサポート

(プロ用途の一部機能(高符号化レート・高ビット深度対応等)は第2版以降に対応予定)

・付加拡張情報(SEI)メッセージは、仮想標準復号器(HRD)の規定に影響を与える5
種類のSEIメッセージのみを規定し、それ以外はVSEIとして別勧告(H.274)に分離

・第1版の文書には具体的な規定内容は含んでおらず、規定はすべて準拠元である
ITU-T勧告によっている。具体的な規定内容はITU-T勧告H.266(08/2020)を参
照する必要がある
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JT-H266の特徴

・複雑な予測方式・大きなブロックサイズを採用し、符号化効率の向上を実現
ｰ最大128x128、マルチタイプのツリー分割(正方形、長方形)

・多用途に適したツールをサポートし、第1版で高い完成度
-SCC(スクリーンコンテンツ符号化)： ゲーム画面、画面共有、リモートデスクトップ画面等の用途
-参照ピクチャリサンプリング(RPR)フィルタによる適応解像度変更：アダプティブストリーミング用途
-階層型マルチストリーム&スケーラビリティ(空間、時間、ビュー、品質スケーラビリティ)
-独立サブピクチャ：360°ビデオ、ROI(Region of Interest)用途
-360°ビデオの境界処理&段階的デコーダリフレッシュ
-ビットストリーム抽出&マージ
-ランダムアクセス&スプライス機能

・並列処理/高スループットを考慮した仮想パイプラインデータユニット(VPDU)

・プロファイル(profile) : デコーダが必須とする符号化ツールの組み合わせを定義
-第1版では6種のプロファイルが規定 (10bit超のビット深度、3Dデプス画像対応等の一部機能を除いて網羅)

・レベル(level)：デコーダが必須とする解像度、最大処理画素数等の組を定義
-SQCIF/30fps(レベル1)～8K画像/120fps(レベル6.2)までサポート

・ティア(tier)：民生用途のMain tierと、業務用プロ用途のHigh tierを定義
-各ティアはレベルごとに最大符号化レート、最大バッファ容量を規定

・ビットストリーム構造はH.264/H.265のNAL(Network Abstract Layer)ユニット継承。
-バイトストリームフォーマット(Annex B)も継承してMPEG2 TS多重に対応
-パラメータセットにはVPS、SPS、PPSに加えて、APS(Adaptation parameter set)が新規追加
➔Adaptive Loop Filter情報等の永続的なパラメータに使用

-DCI(Decoding capability information)情報も新規に追加 ➔ビットストリームの復号に必要な最大デコード能力を明示
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ＪＴ－H２６６第１.0版

H.266の機能
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エントロピー
符号化 ビットストリーム
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イントラ予測

変換 逆変換

適応ループ
フィルタ(ALF)

デブロッキング
フィルタ

ブロック
分割

⚫ マルチツリー分割

インター予測 フレームメモリ

⚫ アフィン予測 ⚫ 適応ループフィルタ

⚫ CCLM予測
(輝度から色差の線形モデル予測、更新パラ
メータを使いクロマコンポーネント間の予測)

Coding Unit
(CU)

Transform Unit (TU)

Prediction process

ループ内フィルタ

⚫ 依存量子化

●がH.266を支える要素技術

H.266のエンコーダ構成図

Coding Tree 
Unit (CTU)
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ＩＴＵ－Ｔ勧告との関連

RELATIONS WITH ITU-T RECOMMENDATION

本標準は、2020年8月にITU-T SG16により承認され新規出版されたITU-T

勧告H.266(08/2020)に準拠したものである。

ＪＴ－H２６６第1.0版

ITU-T勧告 承認日
(Approved)

発行日
(Posted)

勧告ステータス
(Status)

TTC簡略標準

H.266v1 2020-08-29 2020-11-10 Inforce 本標準(第1版)
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ＪＴ－H２６６第1.0版

付録1  略語表
略語 正式名

勧告 VVC Versatile Video Coding (Rec. ITU-T H.266 | ISO/IEC 23090-3)

VSEI Versatile Supplemental Enhancement Information (Rec. ITU-T H.274 | ISO/IEC 23002-7)

用語 SEI Supplemental Enhancement Information

VUI Video Usability Information

HRD Hypothetical Reference Decoder

SCC Screen Content Coding

RPR Reference picture resampling

VPDU Virtual pipeline data units

パラメータセット NAL Network Abstraction Layer

VPS Video Parameter Set

SPS Sequence Parameter Set

PPS Picture Parameter Set

APS Adaptation Parameter Set

DCI Decoding Capability Information

処理単位 CTU Coding Tree Unit

CU Coding Unit

TU Transform Unit

PU Picture Unit

イントラ予測 CCLM Cross-component linear model prediction

MRL Multiple Reference Line

ISP Intra Sub-Partitions

MIP Matrix-based Intra Prediction

PDPC Position dependent intra prediction combination

インタ予測 AMVR Adaptive Motion Vector Resolution

BDOF Bi-Directional Optical Flow

DMVR Decoder-side motion vector refinement

GEO Geometric partitioning

CIIP Cross-component intra prediction

ループ内フィルタ SAO Sample Adaptive Offset

ALF Adaptive Loop Filter

LMCS Luma Mapping with Chroma Scaling

エントロピー符号化 CABAC Context-based Adaptive Binary Arithmetic Coding
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ＪＴ－H２６６第1.0版

付録2 H.266/H.265/H.264のサポート機能比較
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JT-H430.5
超高臨場ライブ体験
(ILE: Immersive Live Experience)：
ILE表示環境の参照モデル

Immersive Live Experience: 

Reference models for immersive live

experience (ILE) presentation environment

ILE-SWG

マルチメディア応用専門委員会
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本標準の概要

OVERVIEW OF THE STANDARD

＜概要＞

・本標準は、超高臨場ライブ体験（ILE: Immersive Live Experience）のための表
示環境の参照モデルについて規定している。

・ITU-T H.430.5に準拠している。

＜特徴＞

・超高臨場ライブ体験（ILE: Immersive Live Experience）の実現のため表示環
境の参照モデルを3種類の表示環境（劇場型、オープン型、アリーナ型）につい
て規定している。

・3種類の表示環境の参照モデルをそれぞれ規定している。

・各参照モデルで考えられるオプションについて規定している。

・Appendix Iに表示環境の機能ブロックの例を示している。

・Appendix IIに表示環境の実現ガイドラインを記載している。 14



JT-H430.5作業経過

WORKING HISTORY OF JT-H430.5

・2021年10月 ダウンストリーム活動開始
・2022年3月 JT-H430.5発行
・2022年4月 JT-H430.5制定予定
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ILE視聴会場の概要

Overview of ILE viewing sites

ILEには、[ITU-T H.430.2]で定義されているように、視聴環境（表

示環境）には劇場スタイル、オープンスタイル、アリーナスタイル
の３種類ある。これらの概念を下図に示す。

観客席

(a) 劇場スタイル

観客席

ランウェイ

(b) オープンスタイル

観客席

(c) アリーナスタイル

ステージ ステージ

ステージ
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ILE 表示環境の参照モデル（劇場スタイル）

Reference models for ILE presentation environments 
(proscenium style)

・劇場スタイルの参照モデルの構成。（
右図）
・前面スクリーンの疑似3D画像表示方
法としてPepper Ghostの例を下図に示
す。
・オプションとして、表示オプションが3

件、物理オプションが2件、オーディオ
オプションが1件規定されている（計24

通り）。

背面スクリーン

x
y

z

前面スクリーン
スピーカスピーカ

音声

観客からの見え方

ハーフミラー

ディスプレイ

2次元画像

投影画像

観客

劇場スタイルの参照モデル

Pepper Ghostによる疑似3D画像表示
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ILE 表示環境の参照モデル（オープンスタイル）

Reference models for ILE presentation environments 

(open style)

・オープンスタイルの参照モデルの構成は下図の通り。ランウェ
イステージは会場中央だけでなく、両脇、片方、会場の後方に
設置される場合もある。
・オプションとして、ランウェイオプションが3件、ランウェイでの表
示オプションが2件、正面ステージでの表示オプションが3件、オ
ーディオオプションが1件規定されている（計36通り）。

プロジェクタは
上部または下部

に設置

観客がランウェイステージ
の両側にいる場合は、両側
に映像投影するか透過ディ

スプレイが必要

透過スクリーン、透
過ディスプレイ、紗

幕など

正面ステージは
劇場スタイルも
しくはデイスプ

レイ

正面ステージ

オープンスタイルの参照モデル
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ILE 表示環境の参照モデル（アリーナスタイル）

Reference models for ILE presentation environments 

(arena style)

・アリーナスタイルの参照モデルの構成は下図の通り。1つのフ
ロアを囲むように4面にディスプレーを配置してハーフミラーによ
り疑似3D画像をフロア上に結像させる。

・オプションとして、物理オプションが２件、オーディオオプション
が1件規定されている（計6通り）。

ハーフミラー

ディスプレイ

投影イメージ フロア

アリーナスタイルの参照モデル 19



参考情報：表示環境の機能ブロック

Example of functional blocks for presentation environment

・Appendixに視聴会場における表示環境の機能ブロック図が例
示されている。

・実際に必要な機能ブロックについては、画面数など表示環境
の実際の機器に依存する。 Presentation

Lighting configurator

Audio configurator

Image configurator

Projector(s)

Display(s)

Speaker(s)

Light(s)

Screen layout

translator

Speaker layout

translator

Light layout

translator

Image

Sound

Lighting

information

WFS processor

Depth expression

processor

Position information

Transport

layer

Five-sensory

configurator

Five-sensory

device(s)

Five-sensory

information

Information

distributor

表示環境の機能ブロックの例
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参考情報：ILE表示環境の実装ガイド

・Appendix IIに、ILE表示環境の実装ガイドが3つの表示環境（

劇場タイプ、オープンタイプ、アリーナタイプ）毎に記載されてい
る。

１）劇場タイプのオプションの組み合
わせは、右図の24通り。
２）下図は画面オプション、右下図は
物理オプションの例 Display Physical object Audio

3) Physical 

objects

4) Physical 

persons

3+4) Physical 

objects/person

s

None/Stereo

Basic model

(Foreground and

background)

1) Foreground only

2) Background only

5) Auditory

lateralization

None

Foreground
transparent 
screen

Background
screen

Foreground
transparent
screen

Physical object
(e.g. podium)

Background
screen

Foreground
transparent 
screen

Background
screen

Physical object

(e.g. lecturer)

Basic model

1) Foreground only

2) Foreground only

3 + 4) Static and moving 
physical objects

Screen options Physical options
Foreground
transparent 
screen

Physical 
object
(e.g. net)

Background
screen

劇場スタイルのオプションの組み合わせ

物理オプションの例

画面オプションの例
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今後の課題

ITEMS FOR FURTHER STUDY TOWARD NEXT REVISION

• JT-H430.5は、超高臨場ライブ体験（ILE）の実現時に必
要となる表示環境の構築を容易にすることを目的として、
参照モデルとそのオプションを規定する標準である。国内
でスポーツイベント、音楽コンサート、伝統芸能、演劇等
の超高臨場な空間の再現のために、今後優先度を考慮
して必要なITU-T勧告を適宜ダウンストリームする必要が
ある。
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本標準の構成

CONTENTS OF THE STANDARD
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